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TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

DLPテクノロジーは、MEMS（Micro Electro Mechanical System）技術の分野で知られているテキサス・インスツルメンツ独自の技
術です。アレイ状に並んだ極小ミラーをデジタル式に傾斜駆動させることで光の方向を制御するユニークな光制御デバイス、DMD
（Digital Micromirror Device）を有します。今日、デジタル・シネマを始めとする大型プロジェクターを中心としたディスプレイ・アプリケー
ションに多く利用されているテクノロジーです。

DLPテクノロジー

DLPテクノロジーは、大型プロジェクターだけの利用に限ったことではありません。あらゆるミラー解像度、パッケージサイズのDMDを
用意することで、大型から小型のプロジェクターまで幅広く利用されます。また、DMDは可視光以外の不可視光領域までサポートする
ことができるため、映像コンテンツの投影以外での利用も可能です。近年では、PCBリソグラフィー、3Dプリンタ、3Dマシンビジョン、
分光装置など、各市場の多様なアプリケーションに期待されています。

● 制御パネル
● マンマシン・インターフェイス
● 3Dマシン・ビジョン
● 分光
● 3Dプリント
● PCBリソグラフィー
● デジタル・サイネージ

● 政府機関
● 教育
● 映画
● 大規模会場
● モバイル・プロジェクション
● ノートPC

● ゲーム機
● メガネ型ディスプレイ
● 携帯電話
● タブレット
● ビデオカメラ
● 3Dプリント

企業向け コンシューマ向け

● 分光
● 3Dプリント
● 3Dマシン・ビジョン

医療向け

● ヘッドアップ・ディスプレイ
● スマート・ヘッドライト
● センター・コンソール

車載向け

産業向け

マイクロミラー部の拡大写真
反射率の高いアルミニウム製マイクロミラーが
アレイ状に敷き詰められています。
*比較のために移っているのはアリの足。

DMD

～ 利用可能なアプリケーション別市場 ～



2015 3 tij.co.jp/dlp

TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

実際にDLPテクノロジーを採用された場合、TIはDLPチップセットとして供給いたします。DLPチップセットは主要な2つの部品（DMD
とDMDコントローラー）から構成されます。チップセットによっては、電源チップも含まれます。

DMDは、光回路および照明を内蔵した光モジュールへの組み込みによって、プロジェクション・エンジンのコア部品を構成します。
DMDコントローラーは、光モジュール傍の電子基板に搭載され、DMDを制御し、処理機能を実行します。

TIでは、目的に応じて以下に分類されたDLPチップセットを用意しています。

また、お客様の製品開発を支援するための充実したサポート環境を用意します。

さらに、DLPテクノロジーは以下特長を持ち合わせます。

高性能、高信頼性であるため、ディスプレイ製品から非ディスプレイ製品まで、コ
ンシューマから産業用途まで、あらゆるシーンで利用できる柔軟性に富んだテクノ
ロジーといえます。

Power
management

Illumination
optics

LED/laser
lamp

Projection
optics

Light engine

Flash memory

Electronics

Source
inputs

（HDMI, MHL,
VGA, other）

Controller

ation Proj

DMD

Front end
multimedia
processor

Illumination
driver

Applications
processor

～ 標準的なDLPシステムのブロック図 ～

小型プロジェクターの開発向き：『ビデオ/データ・ディスプレイ製品』
非ディスプレイの開発向き：『アドバンスド・ライト・コントロール製品』

• 毎秒20,000サイクル以上の高速スイッチ
• きわめて高い開口率
• 偏光に依存しない光学
• 1030回以上に渡るテストに基づく堅牢性
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TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

ビデオ/データ・ディスプレイ製品
日常的に小型プロジェクターを持ち歩く時代が来ています。DLPテクノロジーは常に小型化に挑戦し続けており、多数のDLP製品を用
意しています。小型化のキーポイントは、高効率な光利用、表示デバイスの進化、そして低消費電力です。

高効率な光利用
DLP方式は偏光を必要としない光学デザインであるため、光源エネルギーの利用効率が良いです。これにより、小さな光学モジュール
でも明るいプロジェクターを実現します。近年ではLEDなどの個体光源を使用することで、いくつかの光学部品を省くことができ、更な
る小型化を可能としました。実際にスマートフォンやタブレットなど、携帯端末のサブディスプレイとしてDLPプロジェクターが多く採用
されています。

表示デバイスの進化
更なる小型で明るいプロジェクターを実現するため、表示デバイスとなるDMDの
革新的な進化も魅力のひとつです。TIでは、従来から飛躍的に進化したミラー・
アーキテクチャ（TRPアーキテクチャ）を新たにデザインしました。
このアーキテクチャは、ミラーの傾斜角が増加したことにより、従来のアーキテク
チャに比べて大幅な輝度向上を可能とします。更には、ミラーピクセルそのもの
が小型になったことで、同サイズの従来DMDチップと比較して高い解像度が得
られることになりました。つまり、より明るく高解像度な小型プロジェクターが容
易に開発できるようになったというわけです。

低消費電力
携帯可能な小型プロジェクターのニーズとして、バッテリー駆動が挙げられます。
特にウェアラブル端末を想定した場合、必須となるでしょう。TIでは、そのニーズ
のために、適応型の画質向上機能「DLP IntelliBright」を開発しました。
入力画像のシーンに応じて調光と映像信号レベルを動的に制御するアルゴリズムに
より、高画質を保ちつつより消費電力を削減することができます。TRPアーキテクチャ
と組み合わせることにより、フレーム単位で最大50%の省電力が実現可能です。
このアルゴリズムはDMDコントローラーに実装されており、DMDとの組み合わ
せでDLPチップセットとして供給されます。チップセットによっては、電源チップ
も含まれます。

DLP®

IntelliBright™

～ 光モジュール概略 ～ ピコ光学エンジン（ほぼ実寸）
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ビデオ/データ・ディスプレイ製品評価キット

Name

Device Included

FeaturesDMD Controller Power IC

DLP LightCrafter Display 2010 DLP2010 DLPC3435 DLPA2005
• Standard HDMI input
• WVGA resolution（854×480）
• Typical 25 lumens optical engine

DLP LightCrafter Display 3010 DLP3010 DLPC3438 DLPA2005
• Standard HDMI input
• WVGA resolution（1280×720）
• Typical 25 lumens optical engine

DLP LightCrafter Display 4710 DLP4710 DLPC3439 DLPA3005
• Standard HDMI input
• WVGA resolution（1920×1080）
• Typical 25 lumens optical engine

TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

それぞれ0.2インチWVGA、0.3インチ720p、0.47インチ1080pの解像度となるDMD
（TRPアーキテクチャ）を有するDLPチップセットを搭載しています。
光学モジュールを装備し、HDMインターフェイス（入力データ用）、および画質調整など
が可能なDLP LightCrafter Display GUIを提供します。

DLP LightCrafter Display 2010 EVM

『ビデオ/データ・ディスプレイ製品』評価モジュール
DLP LightCrafter Display 2010/3010/4710 EVMは、小型プロジェクター開発のお客様への代表的な評価モジュールです。

TIフェローのラリー J. ホーンベック博士が
映画のデジタル上映の実現により、アカデミー科学技術賞受賞

TIフェローのラリー J. ホーンベック博士（Larry J. Hornbeck）は、映画の制作、配給や上映の革命的な進歩への貢献により、
2015年2月7日, アカデミー科学技術賞とオスカー像を受賞しました。ホーンベック博士はデジタル・マイクロミラー・デバイ
ス（DMD）の開発者で、DMDを採用したDLP Cinema® ディスプレイ・テクノロジーを開発しました。DLPシネマ・テクノロジー
は全世界の約8割の映画館スクリーンで採用されています。

DLPシネマ・ テクノロジーは、フルデジタルの技術であるため、 35mmの動画フィルムと比較して、より安定した輝度と正確な色の再現が特長です。また、映画
をまとめて配給しやすくするほか、観客は制作者が意図したとおりの映像を楽しむことができます。

1977年にTIの中央研究所で開発がスタートした当初、ホーンベック博士は、ミラーをアナログ制御することにより光をコントロールしていましたが、期待通りに
安定動作させるのが難しいものでした。1987年、博士は画期的なデジタル制御のDMDを開発、現在DLPチップとして知られるようになりました。TIは、1990
年代中頃にDLPシネマ・チームを発足させ、35mm動画フィルムに匹敵する品質の映画上映用デジタル・プロジェクタの開発に成功しました。

1999年に世界で初めて「スター・ウォーズ エピソード1/ファントム・メナス」がデジタル上映されて以来15年、DLPシネマ・テクノロジー搭載のデジタル・プロジェ
クタは全世界の117,000*を超える映画館スクリーンで採用されています。（*TI調べ）

DLPテクノロジーに関する画期的な研究で、38件の米国特許を所有する ホーンベック博士は、次のように述べています。「アカデミー賞を受賞し大変光栄です。
コアテクノロジーを定義付けた最初の考案に続き、TIの優秀なエンジニアチームと協業し、初のDMDを画期的な技術革新につなげられたことは、とても幸運な
出来事でした。この革新的なデジタル・シネマ・テクノロジーの開発を続けたことで、TIのDLP Cinema部門は、映画業界の誰も想像もしなかった決定的な進
歩につながりました」

映画芸術科学アカデミー協会は、ホーンベック博士の顕彰に加えて、TIの社員数人がDLPシネマ・テクノロジーに貢献したことを認め、アカデミー科学技術賞と
アカデミー技術功労賞を授与しました。2015年2月7日に開催された第87回のアカデミー科学・技術賞の授与式のハイライトに関してはオスカー公式ウェブサイ
トをご覧ください。

100年の歴史を持つ映画業界にHD DLP Cinemaディスプレイ・テクノロジーによる
デジタル・シネマ・テクノロジーを導入した功績により、DLPチップ発明者がアカデミー賞を受賞 

ラリー J. ホーンベック博士（Dr. Larry 
Hornbeck）ｰ 第87会アカデミー科学・
技術賞の授与式にて（2015年2月7日 /
米国カリフォルニア州ビバリーヒルズ）

クレジット：Matt Petit/（c）A.M.P.A.S. 
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高速でのミラー応答や不可視光サポートを可能とするDLPテクノロジーは、ディスプレイ分野だけに限らず、非ディスプレイ分野への利
用も行われています。実際に、露光装置、3Dプリンタ、3Dマシンビジョン、照明器具、成分分析などへの利用が可能です。キーワードは、
デジタル露光、構造化光、そして波長選択です。

アドバンスド・ライト・コントロール製品

スループットの高いデジタル露光
面での画像投影を可能とするDLPテクノロジーは、感光性樹脂への照射を
行うことによって1回の露光（=投影）で広範囲を硬化させることができます。
また、デジタルによるパターン露光であるため、安定性にも優れています。こ
れにより、ポイント照射のテクノロジーに比べ、格段に高いスループットが得
られます。PCBリソグラフィーや3Dプリンタなど、さまざまな露光タイプのア
プリケーションに有効です。

構造化光方式に強いアーキテクチャ
プログラマブルな構造化光のパターン投影が実現可能であることは、DLP
テクノロジーの大きな強みです。ミラー面が高い均一性を持っているため、
構造化光を扱うことに大変適しています。
投影されたパターンの歪みをカメラなどの面で捉えるセンサーで検出すること
により、構造物の3次元情報を取得するシステムの構築が容易です。ミラーの
応答特性に優れており、検出の高速化を図ることができるため、移動物体の
リアルタイムな3次元計測も実現可能なテクノロジーといえます。

光学に分散型の光学素子を使用することで、DMDチップのミラーアレイ上に複数の波長へと分離された光が展開されます。ミラーアレ
イをエリア・コントロールすることにより、希望の波長の選択や、その波長の強さを任意的に決定することが可能です。近赤外光を使用
した分光器は、このシステムを利用します。

プログラマブルで迅速な波長選択

システム概略

広帯域な光源

波長

強度

回折格子や
プリズムによる分光

1. スペクトラムが
 DMDのミラーアレイに広がる

2. 列によって波長の選択、
 ピクセル数によって強度の選択を行う

波長と強度が調整されたスペクトラムが
検出器などへ送られる
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TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

二方向へと配光するデジタル式の光制御
DMDは、画素に相当する数のマイクロミラーが1ビットのメモリーと共に実装されています。このメモリーに対し0か1の状態が決定される
ことによって、マイクロミラーがフラットな面に対しマイナス、プラス方向の二つの状態にデジタル的に動作します。途中の傾きで静止する
ことがないため、配光の安定性に優れています。

多様な光源の使用が可能
DMDは、近紫外から近赤外まで可視光外を含んだ幅広い波長を取り扱うことができます。

クーロン力を利用したアーキテクチャにより、
高速のミラー・スイッチングを実現しています。

デジタル入力に基づき、
ミラーが2方向へスイッチ動作します。

ミラー面に光を当てることで、
光路のコントロールが可能です。

遠紫外 遠赤外近赤外可視光

700nm365nm 420nm 2.5µm

近紫外

現在のDMDサポート範囲

DMDは、あらゆるタイプが提供されています。

ビデオ/データ・ディスプレイ向け製品

アドバンスド・ライト・コントロール製品群

アレイ対角：0.3"
マイクロミラー・アレイ：

608x684

アレイ対角：0.45"
マイクロミラー・アレイ：

912x1140

アレイ対角：0.55"
マイクロミラー・アレイ：

1024x768

アレイ対角：0.7"
マイクロミラー・アレイ：

1024x768
アレイ対角：0.95"

マイクロミラー・アレイ：
1920x768

ント ル製品群

アレイ対角：0.45"アレイ対角：0.3"

08x684 912x1140

アレイ対角：0.55"

アレイ対角：0 7"
アレイ対角：0 95"

アレイ対角：0.2"
解像度：WVGA

854x480

アレイ対角：0.3"
解像度：WVGA

854x480

アレイ対角：0.45"
解像度：WXGA
1280x800

アレイ対角：0.3"
解像度：720p
1280x720
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デジタル露光や構造化光の評価には、LightCrafter, LightCrafter 4500が代表的です。あらかじめ投影パターンをフレームメモリにス
トアしておくことで、パターンレートの高速化を実現します。また、ペリフェラル・デバイスとの同期をとるための入力／出力トリガなども用
意されており、開発サイクルの短縮に貢献します。

『アドバンスド・ライト・コントロール製品』評価モジュール

近赤外の分光器を専門に評価するために、NIRscan EVM, NIRscan Nano EVMを用意しています。設計者がDLPベースの分光器
の開発をすぐに開始するために、専用オプティクス、専用GUIなど、必要なものがすべて用意されています。

LightCrafter 6500、LightCrafter 9000、Discovery 4100は、高解像度や超高速応答など、より高度な開発の評価に向いています。

TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

DLP LightCrafter 6500 / 9000

DLP LightCrafter

DLP NIRscan

DLP Discovery 4100

DLP LightCrafter 4500

DLP NIRscan Nano

※赤い基板と白いバッテリは付属品ではありません。
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TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

TI Designs
TIではさまざまなリファレンス・デザインを用意しています。TI 
Designには、回路図またはブロック図、BOM、設計ファイル、テ
スト・レポートが含まれ、幅広い範囲のアプリケーションをサポー
ト。DLPテクノロジーに関連したTI Designsには、以下のものが
あります。

●  3Dマシン・ビジョン・アプリケーションに対する高精度のポ
イント・クラウド生成
 ○  3Dマシン・ビジョン・リファレンス・デザインは、TIのDLP
ソフトウェア開発キット（SDK）を利用し、TIのDLPテクノロ
ジーをカメラ、センサー、モーター、その他の周辺機器と統
合することで、3Dポイント・クラウドを容易に構築できます。
高度に差別化された3Dマシン・ビジョン・システムは、DLP 
LightCrafter 4500 EVMを利用し、DLP4500 DMDおよび
DLPC350デジタル・コントローラを搭載し、産業向け、医療

向け、防犯向けなどのアプリケーションで高解像度の高精
度パターンを柔軟に制御できます。

●  液体および固体の光分析向けの近赤外線分光計
 ○  近赤外線（NIR）分光計リファレンス・デザインは、TIのDLP
テクノロジーを単素子のInGaAs検出回路と組み合わせるこ
とにより、InGaAsアレイ検出回路よりも手頃な価格で、回転
回折格子アーキテクチャよりも堅牢な、高性能の計測を携帯
型サイズで実現します。NIR分光計は、食品、農業、医薬品、
プラスチックなど多くの分野のアプリケーションで液体および
固体の分析に広く利用されています。強力なTI Sitara™組
み込みプロセッサおよびアナログ・シグナル・チェーン部品と
組み合わせることで、ハイエンドの研究室向け分光計の能力
を現場および製造ラインに持ち込むことが可能となります。

アドバンスド・ライト・コントロール製品評価キット

Name

Device Included

FeaturesDMD Controller Power IC

DLP LightCrafter DLP3000 DLPC300 No（External）

• Typical 20 lumens optical engine
• 608×684 resolution（WVGA aspect）
• 4,000Hz binary pattern rate
• 120Hz 8-bit grayscale pattern rate

DLP LightCrafter 4500 DLP4500 DLPC350 No（External）

• Typical 150 lumens optical engine
• 912×1140 resolution（WVGA aspect）
• 4,225Hz binary pattern rate
• 120Hz 8-bit grayscale pattern rate

DLP NIRscan DLP4500NIR DLPC350 No（External）
• Spectrometer optical engine
• 1350-2450 nm range
• >30,000：1 SNR（Typical）

DLP NIRscan Nano DLP2010NIR DLPC350 No（External）
• Spectrometer optical engine
• 900-1700 nm range
• >6,000：1 SNR（Typical）

DLP LightCrafter 6500 DLP6500 DLPC900 No（External）
• 1920×1080 resolution
• 9,523Hz binary pattern rate
• 247Hz 8-bit grayscale pattern rate

DLP LightCrafter 9000 DLP9000 DLPC900 No（External）
• 2560×1600 resolution
• 9,523Hz binary pattern rate
• 247Hz 8-bit grayscale pattern rate

DLP Discovery 4100 DLP7000
DLP9500 DLPC410 DLPA200

• 1024×768 XGA resolution（DLP7000）
• 1920×1080 resolution（DLP9000）
• 32,552Hz binary pattern rate（DLP7000）
• 23,148Hz binary pattern rate（DLP9500）
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DLPテクノロジーのサポート“ECOSYSTEM”
DLPのECOSYSTEMは、DLP Design Networkおよび多くの光エンジン・メーカーから構成され、製品開発と市場投入を支援します。

●  DLP光エンジン・メーカーは光モジュールを世界中のお客様に提供しています。これらのモジュールには、デジタル・マイクロミラー・
デバイス（DMD）、LEDベースの光源、およびプロジェクション・システムの中核として必要な光素子が含まれます。TIのお客様は、
これらの光エンジン・メーカーから直接光モジュールを調達することで、製品開発の迅速化と早期の市場投入が可能になります。詳
細については、ti.com/dlp-modulesをご覧ください。

●  DLP Design Networkは、ハードウェア/ソフトウェア統合、光学設計、システム統合、
プロトタイピング、製造サービス、およびソリューションを世界中のお客様に提供する
企業のグループで、DLPテクノロジーを採用した製品開発の迅速化と早期の市場投
入を支援します。詳細については、ti.com/dlp-design-houseをご覧ください。

ヘッドアップディスプレイ、
センターコンソール
タッチスクリーン

オートモーティブ製品
TIは、車載向けに、アナログ、電源管理、インターフェイス、Hercules™ TMS570
マイコン、ADASおよびインフォテインメント・プロセッサ、ワイヤレス・コネクティビ
ティに加え、DLPテクノロジーなど多彩な製品を提供しています。
車載向けDLPチップセットは、DLP Cinema®テクノロジーをベースに、堅牢なソ
リューション、ヘッドアップ・ディスプレイ向けの明るく鮮明な画質、および適応型
ヘッドライト・アプリケーション向けに高い柔軟性を提供します。リアプロジェク
ションにより大型のデジタル・ダッシュボードから曲面の内装にシームレスに統合
できるセンター・コンソールのタッチスクリーン、荒天時の視認性を向上させるス
マート・ヘッドランプなど、DLPテクノロジーは、お客様がそれぞれ独自の差別化
や運転のしやすさの向上を支援いたします。
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ラリー・ホーンベック博士は、DLPチップとして知られるデジタル・マイクロミラー・デバイスを考案

最初の商用DLPプロジェクタ・システムを出荷。ポータブル性能が非常に高い、重さ6ポンド（2.7kg）プロジェクタを実現

「Award for Outstanding Achievement in Engineering Development」（エンジニアリング開発に関する傑出した業績に
対する賞）として、DLP製品事業部に対して最初の Emmy®（エミー賞）を受賞（DLP Cinema® が対象）

DLP製品事業部はMEMSテクノロジーの世界No.1サプライヤになり、現在までに4,000万個以上のDLPチップセットを出荷

コンシューマ・デバイスが、DLP® Pico™ プロジェクタを搭載して世界各地への出荷を開始

新しいDLP開発キットが出荷され、従来とは異なる市場にDLPチップを組み込むことが可能に

DLP製品事業部は、デジタル・コンソールおよびヘッド・アップ・ディスプレイ（HUD）に関する構想で自動車用のディスプレイを推進

世界中の110,000以上のシアター・スクリーンは、DLP Cinemaを採用

革新の歴史
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TIのMEMSベース製品 DLPテクノロジー

ビデオ/データ・ディスプレイ製品群

DMD型番 DLP2010
（0.2” WVGA）

DLP3000
（0.3” WVGA）

DLP3010
（0.3” 720p）

DLP4500
（0.45” WXGA）

DLP4710
（0.47” 1080p）

画素数 854×480
0.4M

608×684
0.4M

1280×720
1M+ 

912×1140
1M+ 

1920×1080
2M+

対応波長 420-700 nm 420-700 nm 420-700 nm 420-700 nm 420-700 nm

ミラーピッチ配置 5.4µm
□ orthogonal 

7.6µm
◇ diamond 

5.4µm
□ orthogonal 

7.6µm
◇ diamond 

5.4µm
□ orthogonal 

入力フレームレート up to 120Hz up to 60Hz up to 120Hz up to 120Hz up to 120Hz

専用コントローラー DLPC3430
DLPC3435 DLPC2607 DLPC3433

DLPC3438 DLPC6401 DLPC3439

専用PMIC/LEDドライバ DLPA2000
DLPA2005 –

DLPA2000
DLPA2005
DLPA3000

– DLPA3000
DLPA3005

開発用評価キット DLPDLCR2010 3rd Party Modules DLPDLCR3010 3rd Party Modules DLPDLCR4710

アドバンスド・ライト・コントロール製品群

DMD型番 DLP2010NIR DLP3000 DLP4500/
DLP4500NIR DLP5500 DLP7000 DLP9500 DLP6500 DLP9000

0.2” WVGA 0.3” WVGA 0.45” WXGA 0.55” XGA 0.7” XGA 0.95” 1080p 0.65” 1080p 0.9” WQXGA

画素数 854×480
0.4M

608×684
0.4M

912×1140
1M+ 

1024×768
0.8M

1024×768
0.8M

1920×1080
2M+

1920×1080
2M+

2560×1600
4M+

対応波長 700-2500nm 420-700nm 420-700nm
700-2500nm 420-700nm 400-700nm 400-700nm 400-700nm

420-700nm 400-700nm

ミラーピッチ
配置

5.4µm
□ orthogonal 

7.6µm
◇ diamond 

7.6µm
◇ diamond 

10.8µm
□ orthogonal 

13.6µm
□ orthogonal 

10.8µm
□ orthogonal 

7.6um
□ orthogonal 

7.6um
□ orthogonal 

表示パターン
レート

Max Binary
Max 8-bit

1,512Hz
120Hz

4,000Hz
120Hz

4,225Hz
120Hz

5,000Hz
500Hz

32,552Hz
1,900Hz

23,148Hz
1,700Hz

9,527Hz
247Hz

9,527Hz
247Hz

部品番号

DLP2010NIRFQJ
DLPC150ZEZ

DLPA2005ERSLR/
SLT 

DLP3000FQB
DLPC300ZVB

DLP4500FQE/FDQ
DLP4500NIRFQE
DLP4500NIRFDQ

DLPC350ZFF

DLP5500BFYA
DLPA200PFC
DLPC200ZEW

DLP7000FLP
DLPA200PFC
DLPC410ZYR
DLPR410YVA

DLP9500FLN
DLPA200PFC
DLPC410ZYR
DLPR410YVA

DLP6500FLQ/
FYE

DLPC900ZPC

DLP9000FLNS
DLPC900ZPC

開発用
評価キット DLPNIRNANOEVM DLPLIGHTCRAFTER DLPLCR4500EVM

DLPNIRSCANEVM 3rd Party Modules DLP Discovery ™
4100

DLP Discovery ™
4100 DLPLCR6500EVM DLPLCR9000EVM
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